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A．研究目的 
近年、健康問題は複雑化しており、保健師が対応

すべき問題も多岐にわたっている。そのため、保健

師の活動の質を向上させるためには、日常の業務

に対して PDCA (Plan，Do，Check，Action) サイ

クルに基づいた評価を行うことは不可欠である。

また、行政のデジタル化推進により、地方自治体に

お け る Information and Communication 

Technology (ICT) の活用が進められている。地域

保健行政においても、ICT やデジタルデータを活

用し、より効率的・効果的に PDCA サイクルを回

すことで、保健師活動をマネジメントすることが

求められる。そんな中、とりわけ保健師活動におけ

る ICT 活用の取り組みは遅れをとっており、保健

師の ICT やデータ分析のスキル不足についても指

摘されているが、その実態は明らかではない。一方、

PDCA サイクルに基づく保健活動についての先行

研究(曽根. 2020)では、効率的・効果的な保健活動

の展開に関する留意点がリストアップされている

が、その中の小項目に「住民や関係機関等から多様

な情報を得る」「健康課題を意識して，様々なデー

タを分析する」「データ全体を俯瞰し課題を確認す

る」とった小項目が挙げられており、データ分析に

基づく施策の重要性が強調されている。 

加えて、保健所業務の中核を担う保健師の ICT

やデータ分析のスキル不足が、昨今問題となった

感染症流行時に迅速な対応が困難であった事、ま

た自治体におけるデジタルトランスフォーメーシ

ョン（Digital Transformation; DX）の推進が進ん

でいるといった状況を鑑み、保健師活動における

ICT 活用の推進や、それに向けた保健師の人材育

成は、喫緊の課題である。 

これらの問題点を踏まえ、本研究では以下の 2 つ

の課題に取り組んだ。 

 

①保健師活動での ICT 活用の促進要因・阻害要因

について文献レビューにより検討し、今後の ICT
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予定である。 
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活用推進にむけた方策の示唆を得ること。 

 

②全国地方自治体の統括保健師を対象とした実態

調査に向けた調査票を開発し、全国保健師の ICT

およびデータ活用スキルに関する実態を明らか

にすること。 
 
 
B．研究方法 
①ICT 活用の促進要因・阻害要因についての文献

レビュー 

医中誌 Web を用いて文献検索を行った。検索に

は、（保健師）AND（IT）OR（ICT））を検索式と

して用いた。その結果、27 本の文献が抽出された

（2022 年 5 月時点）。タイトルと抄録から、「行政

保健師が対象」かつ「ICT に関する内容を含む」と

いう条件を満たす 15 本に絞った。さらにその中か

ら、「保健師活動への ICT 活用と関連する要因」に

ついての内容を含む 8 本を採択した。加えて、直近

の ICT 活用の状況を把握するため、厚労省による

令和 3 年度地域保健総合推進事業「保健師活動に

おける ICT の推進」に関する調査結果をレビュー

の対象に含めた。最終的に、表 1 に示す計 10 本の

文献を用いて分析を行った。 

 

②全国調査に向けた調査票の作成 

①の結果に基づき、医中誌 WEB およびハンドサ

ーチにより、保健師の ICT 活用状況に関する既存

調査・文献の整理を行った。その後、ワーキンググ

ループで全国調査における調査の枠組みおよび調

査項目について検討した。検討する際には、一般社

団法人全国保健師教育機関協議会の作成した公衆

衛生看護学教育モデル・コア・カリキュラム（2017）

の内容も併せて参照した。ワーキンググループは、

行政保健師として母子保健活動経験のある 2 名、

情報学を専門とする 1 名、疫学・統計学を専門とす

る 1 名の研究者で構成され、計 4 回、各回 1～2 時

間程度の討議を行った。実施期間は 2022 年 6 月～

8 月であった。 
 
（倫理面への配慮） 
文献の使用においては、出典を明記し、著作権を

遵守した。 
 
 
C．研究結果 
①ICT活用の促進要因・阻害要因についての文献レ
ビュー 
保健師活動へのICT活用の促進要因としては、保

健師の要因として「インターネットツールの特徴や
有用性の理解があること」、「ICTに関する知識・
経験があること」、「ICT活用に意欲があること」
等が、組織・環境の要因として「ICTに関する研修・
教育の機会が整っていること」「十分にインフラが
整備されていること」、「ICTにアクセスしやすい
こと」、「上司や他職種の理解・協力があること」

等の因子が抽出された。阻害要因としては、保健師
の要因として「ICTリテラシーが低いこと」、「ICT
活用の知識や経験が少ないこと」、「統計処理能力
の習得が難しいこと」、「ICT活用への懸念・抵抗
感があること」等が、組織・環境の要因として「ICT
利用環境が整備されていないこと」、「マンパワー
が不足していること」、「個人情報保護に関する懸
念があること」、「継続的な予算確保が難しいこと」
等の因子が抽出された。 
 
②全国調査に向けた調査票の作成 

先行研究等の知見を基に、調査の枠組みとして

自治体の ICT 環境におけるハード面（以下、ハー

ド環境）およびソフト面（以下、ソフト環境）、保

健師の ICT・データ活用スキル（以下、活用スキ

ル）、保健師活動における ICT 活用の取り組み（以

下、ICT 活用取組み）の 4 要素を特定した。その

後、特定した枠組みに沿って調査項目を検討した。

具体的な項目として、ハード環境として「個人用

PC の有無」、「オンライン環境」、「WEB 会議利用

状況」、「リモートワークの利用状況」等、ソフト環

境として「ICT・データ分析に関する研修機会」、

「ICT・データ分析に関する研修ニーズ」等、活用

スキルとして「公衆衛生看護学教育モデル・コア・

カリキュラムにおけるデータに基づく保健師活動

の状況」等、ICT 活用の取組として「SNS での情

報発信」、「記録のデジタル化」、「オンライン通話に

よる個別支援・集団支援・会議の実施」、「他部署・

他機関とのデータ連携」等を挙げた。 

上記の項目を反映させた調査票（案）を作成し

（資料 3）、調査計画とともに慶應義塾大学看護医

療学部倫理審査委員会に調査研究の承認を得た

（承認番号：313 迅）。 
 
D．考察 
①ICT活用の促進要因・阻害要因についての文献レ
ビュー 
文献レビューの結果、ICT活用の促進・阻害要因

として、保健師側および組織・環境側の両方の要因
が明らかになった。このことから、保健師活動のICT
活用推進に向けては、保健師個々人の知識・スキル
向上のみならず、保健所あるいは自治体といった保
健師の所属組織全体への介入が必要であると考え
られた。 
具体的には、保健師個々人に対しては、研修・教

育プログラムの開発・導入により、ICTリテラシー
の向上や、ICT活用のために必要なスキル・知識を
習得する機会を、研修会やWeb教材の活用によるe-
learningを通して提供する必要がある。また保健師
の所属する組織に対しては、上記の研修会の開催を
行うために必要なリソースの提供に加えて、ICT活
用に向けた人員体制の構築や保健師業務に関連す
るシステムの整備が不可欠であると考えられた。 
 
②全国調査に向けた調査票の作成 
①の結果を踏まえ、保健師によるICT・データ分

析活用の実態およびそのスキルを明らかにするた
めの調査の枠組みとして、「ハード環境」、「ソフ
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ト環境」、「ICT活用スキル」、「ICT活用取組み」
の4つの要素が特定された。ICT活用スキルに関連
して、データに基づく保健師活動の評価の状況につ
いては、全国保健師教育機関協議会による公衆衛生
看護学教育モデル・コア・カリキュラム（2017）に
示された学修目標の中でも「B 社会と公衆衛生看
護学」を抜粋して用いたが、同カリキュラムがどの
程度保健師の間で認知されているか不明であるた
め、その啓発もかねてオリジナルな質問項目とはせ
ず、同学修目標の内容をそのまま用いることとした。
 今後は、今回開発した調査票を用い、保健師活動
におけるICT活用やそのスキルの現状を把握し、そ
の実態に応じた研修プログラムや教材の作成を検
討する必要があると考えた。 
 
 
E．結論 
保健師活動におけるICT活用を推進するために

は、保健師個人のICTリテラシーや、必要なスキル
や知識を習得する機会を設けるとともに、行政組織
でのICT活用の体制・システム整備が重要である。
今後、全国調査を通じて保健師のスキル・知識の現
状を把握し、その結果をもとに保健師の教育プログ
ラムの開発を行っていく予定である。 
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